
教育職員免許法施行規則６６条の６に定める科目

単位数 備考

日本国憲法 2 必修
球技スポーツ 1
ラケットスポーツ 1
健康スポーツ 1
シーズンスポーツ 1
英語Ⅰ 1
英語Ⅱ 1
英語Ⅲ 1
英語Ⅳ 1

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

韓国/朝鮮語Ⅰ 1

韓国/朝鮮語Ⅱ 1

フランス語Ⅰ 1

フランス語Ⅱ 1

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

イタリア語Ⅰ 1

イタリア語Ⅱ 1

スペイン語Ⅰ 1

スペイン語Ⅱ 1

コンピュータリテラシー 2
数理、データ活用及
び人口知能に関する
科目又は情報機器の

操作

必修

免許法施行規則に定
める科目区分

授　業　科　目

日本国憲法

体育
2単位

選択必修

外国語
コミュニケーション

2単位
選択必修



教科及び教科の指導法に関する科目　中一種（国語）

必修 選択

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

開設学部学科

学芸学部
日本語日本文学科

古典文学研究Ⅴ

近現代文学研究Ⅱ

近現代文学研究Ⅲ

近現代文学研究Ⅳ

日本近現代文学史

古典文学入門

日本語古典文法

日本語史Ⅰ

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

国語科教育法（中・高）Ⅱ

書写・書道Ⅱ

国語科教育法（中）Ⅰ

国語科教育法（中・高）Ⅰ

授業科目

教科及び教科の指導
法に関する科目

教科に関する専門的
事項

古典文学研究Ⅱ

古典文学研究Ⅲ

古典文学研究Ⅳ

近現代文学研究Ⅵ

日本語史Ⅱ

文章表現講座

日本語学概論Ⅰ(含音声言語学)

国語科教育法（中）Ⅱ

中国古典文学概論

中国古典文学特講Ⅰ

国文学（国文学史を含む。）

古典文学特講Ⅰ

古典文学特講Ⅱ

漢文学

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

単位数

備考

古典文学研究Ⅰ

近現代文学入門

近現代文学講読Ⅰ

近現代文学講読Ⅱ

近現代文学講読Ⅲ

近現代文学研究Ⅰ

各科目に含めることが必要な事項科目

日本語学概論Ⅱ

現代日本語文法

日本古典文学史

国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）

書道（書写を中心とする。）

古典文学講読Ⅰ

古典文学講読Ⅱ

書写・書道Ⅰ

古典文学講読Ⅲ

古典文学研究Ⅵ

近現代文学研究Ⅴ

作家・作品精読Ⅰ

中国古典文学特講Ⅱ

中国古典文学入門(含漢文学)

いずれか4科目
選択必修

いずれか1科目
選択必修

いずれか1科目
選択必修

いずれか1科目
選択必修

中国古典文学研究Ⅰ

中国古典文学研究Ⅱ

作家・作品精読Ⅱ

近現代文学特講Ⅰ

近現代文学特講Ⅱ



教科及び教科の指導法に関する科目　高一種（国語）

必修 選択

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数

備考

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

近現代文学研究Ⅳ

古典文学研究Ⅱ

古典文学研究Ⅲ

古典文学研究Ⅳ

古典文学研究Ⅴ

古典文学研究Ⅵ

中国古典文学特講Ⅰ

中国古典文学概論

近現代文学研究Ⅴ

中国古典文学特講Ⅱ

中国古典文学研究Ⅰ

中国古典文学研究Ⅱ

学芸学部
日本語日本文学科

国文学（国文学史を含む。）

漢文学

教科に関する専門的
事項

近現代文学研究Ⅵ

古典文学特講Ⅰ

古典文学特講Ⅱ

古典文学研究Ⅰ

教科及び教科の指導
法に関する科目

国語学（音声言語及び文章表現
に関するものを含む。）

日本古典文学史

近現代文学研究Ⅱ

近現代文学研究Ⅲ

日本近現代文学史

国語科教育法（中・高）Ⅰ

国語科教育法（中・高）Ⅱ

文章表現講座

古典文学講読Ⅲ

日本語学概論Ⅰ(含音声言語学)

日本語学概論Ⅱ

現代日本語文法

日本語古典文法

日本語史Ⅰ

日本語史Ⅱ

古典文学入門

古典文学講読Ⅰ

古典文学講読Ⅱ

中国古典文学入門(含漢文学)

いずれか1科目
選択必修

いずれか1科目
選択必修

近現代文学研究Ⅰ

近現代文学特講Ⅱ

近現代文学入門

近現代文学講読Ⅰ

近現代文学講読Ⅱ
いずれか1科目

選択必修
近現代文学講読Ⅲ

作家・作品精読Ⅰ

作家・作品精読Ⅱ

近現代文学特講Ⅰ

　　　いずれか4科目
　　　選択必修



教科及び教科の指導法に関する科目　高一種（書道）

必修 選択

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

書写・書道Ⅰ 1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　　　いずれか4科目
　　　選択必修

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目
単位数

備考

学芸学部
日本語日本文学科

古典文学講読Ⅲ

近現代文学入門

近現代文学講読Ⅰ

近現代文学講読Ⅱ

かなⅡ（書道実習H）

古典文学講読Ⅱ

中国古典文学特講Ⅱ

中国古典文学入門(含漢文学)

古典文学研究Ⅰ

古典文学研究Ⅱ

古典文学研究Ⅲ

古典文学研究Ⅳ

中国古典文学研究Ⅰ

中国古典文学研究Ⅱ

作家・作品精読Ⅰ

古典文学研究Ⅴ

古典文学研究Ⅵ

近現代文学研究Ⅵ

中国古典文学特講Ⅰ

古典文学特講Ⅰ

古典文学特講Ⅱ

書道史
中国書道史

日本書道史

近現代文学講読Ⅲ

近現代文学研究Ⅰ

近現代文学研究Ⅱ

「書論、鑑賞」
書論・鑑賞Ⅰ

書論・鑑賞Ⅱ

作家・作品精読Ⅱ

近現代文学特講Ⅰ

近現代文学特講Ⅱ

古典文学講読Ⅰ

行書（書道実習B）

草書（書道実習C）

書写・書道Ⅱ

漢字かな交じりの書Ⅱ（書道実習J）

隷書（書道実習D）

篆書（書道実習E）

篆刻（書道実習F）

作家・作品Ⅰ（書道実習K）

漢字かな交じりの書Ⅰ（書道実習I）

作家・作品Ⅱ（書道実習L）

教科及び教科の指導
法に関する科目

教科に関する専門的
事項

「国文学、漢文学」

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）
書道科教育法Ⅰ

書道科教育法Ⅱ

日本古典文学史

日本近現代文学史

古典文学入門

中国古典文学概論

近現代文学研究Ⅲ

近現代文学研究Ⅳ

近現代文学研究Ⅴ

書道（書写を含む。）
かなⅠ（書道実習G）

楷書（書道実習A）



教科及び教科の指導法に関する科目　中・高一種（英語）

必修 選択

学芸学部
国際コミュニケー
ション学科

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

英語学概論

英語音声学

応用言語学

英語文学

Integrated Communication Ⅲ

芸術作品鑑賞（英語文学）

Speaking SkillsⅠ

Speaking SkillsⅢ

Speaking SkillsⅣ

Integrated Communication Ⅰ

英語文学

※中一種の免許の取得を希望する場合は、4科目全て修得。
　高一種の免許の取得を希望する場合は、「英語科教育法（中・高）Ⅰ」「英語科教育法（中・高）Ⅱ」を修得。

英語科教育法（中・高）Ⅰ

Integrated Communication Ⅳ 

グローバル文化Ⅰ（伝統的英語圏）

英語科教育法（中・高）Ⅱ

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

英語科教育法（中）Ⅰ

英語科教育法（中）Ⅱ

English for Relationship-building 

English for Advanced SpeakingⅡ

異文化理解 グローバル文化Ⅱ（フィリピン、タイ）

異文化コミュニケーション

　　　1科目以上
　　　選択必修

English for Presentation

上級英語読解・表現

English for Advanced SpeakingⅠ

Integrated Communication Ⅱ

Speaking SkillsⅡ

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数

備考

英語学

英語コミュニケーション

教科に関する専門的
事項

教科及び教科の指導
法に関する科目

　　　※



教科及び教科の指導法に関する科目　高一種（情報）

必修 選択

2

2

2

2
　　　2単位以上
　　　選択必修

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　　　2単位以上
　　　選択必修

３DCG応用

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含
む。）

情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

マルチメディア表現・マルチメ
ディア技術

ビジュアルエフェクト演習

Webデザイン基礎

デジタルプレゼンテーション演習

３DCG基礎

　　　2単位以上
　　　選択必修

プログラミング実践

　　　2単位以上
　　　選択必修

Webデザイン実践

情報通信ネットワーク

情報通信ネットワーク論

情報通信ネットワーク演習

ネットワークセキュリティ論

情報システム

情報管理論

データベース論

Webデザイン応用

データベース演習

学芸学部
メディア情報学科

教科及び教科の指導
法に関する科目

教科に関する専門的
事項

情報社会（職業に関する内容を
含む。）・情報倫理

メディアと法

情報社会論

情報環境論

知的財産と法Ⅰ

知的財産と法Ⅱ

コンピュータ・情報処理

電子メディア論

プログラミング基礎

プログラミング応用

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数

備考



教科及び教科の指導法に関する科目　中一種（家庭）

必修 選択

2

2

2

2

2

2

1

1

2

食品学総論 2

食品学各論 2

食品衛生学 2

調理学 2

調理科学実験 1

調理学実習Ⅰ 1

調理学実習Ⅱ 1

栄養指導論 2

2

2

2

2

2

2

2

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数

備考

栄養科学部
健康栄養学科

教科及び教科の指導
法に関する科目

教科に関する専門的
事項

家庭経営学（家族関係学及び家
庭経済学を含む。）

家庭経営（家庭経済学を含む）

家族関係

消費経済学

消費者問題論

消費者商品学

被服学（被服実習を含む。）

衣生活論（衣料学を含む）

被服構成（被服実習を含む）1

被服構成（被服実習を含む）2

保育学 保育学

食物学（栄養学、食品学及び調
理実習を含む。）

栄養学総論

住居学

住居学

住生活論

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

家庭科教育法（中）Ⅰ

家庭科教育法（中）Ⅱ

家庭科教育法（中・高）Ⅰ

家庭科教育法（中・高）Ⅱ



教科及び教科の指導法に関する科目　高一種（家庭）

必修 選択

2

2

2

2

2

2

1

1

2

食品学総論 2

食品学各論 2

食品衛生学 2

調理学 2

調理科学実験 1

調理学実習Ⅰ 1

調理学実習Ⅱ 1

2

2

2

2

2

2

住居学

住生活論

栄養指導論

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

家庭科教育法（中・高）Ⅰ

家庭科教育法（中・高）Ⅱ

保育学 保育学

栄養科学部
健康栄養学科

教科及び教科の指導
法に関する科目

教科に関する専門的
事項

家庭経営学（家族関係学及び家
庭経済学を含む。）

家庭経営（家庭経済学を含む）

家族関係

消費経済学

消費者問題論

消費者商品学

被服学（被服実習を含む。）

衣生活論（衣料学を含む）

被服構成（被服実習を含む）1

被服構成（被服実習を含む）2

食物学（栄養学、食品学及び調
理実習を含む。）

栄養学総論

住居学

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数

備考



教科及び教科の指導法に関する科目　中一種（保健体育）

必修 選択

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

1

2

1

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

　　　2科目
　　　選択必修

スポーツ社会学（体育社会学を含む）

衛生学・公衆衛生学

体育心理学

体育経営管理学

体育実技（武道）

体育実技（球技）

スポーツ栄養学実習

公衆衛生学

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

保健体育科教育法（中）Ⅰ

保健体育科教育法（中）Ⅱ

保健体育科教育法（中・高）Ⅰ

保健体育科教育法（中・高）Ⅱ

生理学（運動生理学を含む。）

運動生理学

運動生理学・トレーニング実習

解剖生理学

解剖生理学実習

運動栄養学

スポーツ栄養学

栄養科学部
健康栄養学科

教科及び教科の指導
法に関する科目

教科に関する専門的
事項

体育実技

体育実技（陸上）

体育実技（水泳）

体育実技（体つくり運動・器械運動）

体育実技（ダンス）

地域健康スポーツ演習

「体育原理、体育心理学、体育
経営管理学、体育社会学、体育
史」・運動学（運動方法学を含
む。）

学校保健（小児保健、精神保
健、学校安全及び救急処置を含
む。）

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む）

スポーツ医学（救急処置を含む）

体育原理

体育史

運動学（運動方法学を含む）

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数

備考



教科及び教科の指導法に関する科目　高一種（保健体育）

必修 選択

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

1

2

1

2

2

1

2

2

2

2

2

生理学（運動生理学を含む。）

運動生理学

運動生理学・トレーニング実習

解剖生理学

解剖生理学実習

運動栄養学

スポーツ栄養学

スポーツ栄養学実習

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

衛生学・公衆衛生学 公衆衛生学

学校保健（小児保健、精神保
健、学校安全及び救急処置を含
む。）

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全を含む）

スポーツ医学（救急処置を含む）

保健体育科教育法（中・高）Ⅰ

保健体育科教育法（中・高）Ⅱ

「体育原理、体育心理学、体育
経営管理学、体育社会学、体育
史」・運動学（運動方法学を含
む。）

体育原理

体育心理学

体育経営管理学

スポーツ社会学（体育社会学を含む）

運動学（運動方法学を含む）

体育実技（体つくり運動・器械運動）

体育実技（武道）

体育実技（球技）

体育実技（ダンス）

地域健康スポーツ演習

　　　2科目
　　　選択必修

体育史

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目

単位数

備考

栄養科学部
健康栄養学科

教科及び教科の指導
法に関する科目

教科に関する専門的
事項

体育実技

体育実技（陸上）

体育実技（水泳）



教科及び教職に関する科目　中一種・高一種

必修 選択

2

2

2

2

2

1

2 中免のみ

2

2

1

1

2

4

2

1

2 2

大学が独自に設定する
科目

中4
高12

教育実践に関する科目

教育実習
中5
高3

教育実習Ⅰ

開設学部学科

教科及び教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門的事項

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含
む。）

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

科目 各科目に含めることが必要な事項

免許法施行規則に定める科目区分等

学芸学部
日本語日本文学科
英語文化コミュニケー
ション学科
メディア情報学科

栄養科学部
健康栄養学科

生徒･進路指導

教職実践演習

道徳、総合的な学習の
時間等の指導法及び生
徒指導、教育相談等に
関する科目

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法

教育相談

道徳の理論及び指導法

中10
高8

道徳教育論

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の指導

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術 教育方法論

生徒指導の理論及び方法

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

教育の基礎的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

10

教育の原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー
ム学校運営への対応を含む。）

教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応
を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程

教育心理学

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒
に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ
ム・マネジメントを含む。）

カリキュラム論

中28
高24

※取得を希望する免許種の「教科及び教科の指導法に関する科目」の
カリキュラム表に基づき、必要科目を履修

単位数 授業科目

※最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導法に関する科
目」又は「教育の基礎理的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習
の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実
践に関する科目」の単位について、併せて中一種免は4単位以上、高一
種免は12単位以上を充当させる

中一種免と高一種免の
両方を取得する場合は
「教育実習Ⅰ」を、高
一種免のみを取得する
場合は「教育実習Ⅱ」
を選択事前･事後指導

教職実践演習（中・高）

2

教育実習Ⅱ

情報通信技術の活用

左記に対応する本学授業科目

単位数

備考

教育の制度

特別支援教育概論



教科及び教職に関する科目　幼一種

必修 選択

健康 2

人間関係 2

環境 2

言葉 2

2

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

2

教育の原理 2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

1

1

2

1

2

2

学校体験活動 1

2

2

大学が独自に設定す
る科目

14

　　　2単位選択必修

　　　2単位選択必修

教育実習Ⅱ2（幼稚園）

教職実践演習 2

保育・教職実践演習

　　　2単位選択必修

教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

教育相談

教育の方法

生涯発達心理学

教育心理学

特別支援教育・保育Ⅰ

教育課程論

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解

10

※最低修得単位を超えて履修した「領域及び保育内容の指導法に関す
る科目」又は「教育の基礎理的理解に関する科目」「道徳、総合的な
学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教
育実践に関する科目」の単位について、併せて14単位以上を充当させ
る

保育内容の指導法（情報機器及び教材の活
用を含む。）

表現

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教職論

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

保育カリキュラム論

特別支援教育・保育Ⅱ

教育実習Ⅰ2（小学校）事前・事後
指導

教育実習Ⅱ1（幼稚園）

教育実習Ⅲ1（小学校）

教育実習Ⅲ2（小学校）

教育インターンシップ（幼稚園）

教育実践に関する科
目

教育実習 5

教育実習Ⅰ1（幼稚園）事前・事後
指導

教職実践演習（小学校）

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相
談等に関する科目

4幼児理解の理論及び方法 子どもの理解と援助

教育の方法及び技術

教育の歴史

保育者論

教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）

教育の制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習
の過程

1単位は、小一種に必要
な「各教科の指導法」
又は「特別活動の指導
法」の単位をもってあ
てることができる。

幼児指導論

保育内容指導法（健康）

保育内容指導法（人間関係）

保育内容指導法（環境）

保育内容指導法（言葉）

保育内容指導法（表現）

子どもの教育とメディア

学芸学部
子ども教育学科

領域及び保育内容の
指導法に関する科目

領域に関する専門的
事項

16

子どもと健康

子どもと人間関係

子どもと環境

子どもと言葉

子どもと表現

音楽表現活動

絵画・造形表現活動

運動・身体表現活動

実践遊び学

保育内容総論

教育の基礎的理解に
関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思
想

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目

単位数

備考



教科及び教職に関する科目　小一種

必修 選択

国語（書写を含む。） 2

社会 2

算数 2

理科 2

生活 2

音楽 2

図画工作 2

家庭 2

体育 2

外国語 2

国語（書写を含む。） 2

社会 2

算数 2

理科 2

生活 2

音楽 2

図画工作 2

家庭 2

体育 2

外国語 2

2

1

1

教育の原理 2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

1

2

1

1

2

2

2

学校体験活動 1

2 2

大学が独自に設定す
る科目

2

　選択科目から
2科目4単位以上

選択必修

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思
想

10

体育科指導法

英語科指導法

授業研究

教科指導法実践研究Ⅰ

教科指導法実践研究Ⅱ

算数科指導法

理科指導法

生活科指導法

音楽科指導法

図画工作科指導法

教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）

教育実践に関する科
目

教職実践演習（小学校）

教育実習Ⅲ2（小学校）

教育インターンシップ（小学校）

教職実践演習

教育実習

教育実習Ⅰ2（小学校）事前・事後
指導

教育実習Ⅱ1（幼稚園）

教育実習Ⅲ1（小学校）

情報通信技術を活用した教育の理論及び方
法

ICT教育実践研究

特別支援教育・保育Ⅰ

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

道徳教育論

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の指導法

教育の方法及び技術 教育の方法

教育課程論

教育心理学

教育内容（英語）

国語科指導法

社会科指導法

教科に関する専門的
事項

各教科の指導法（情
報通信技術の活用を
含む。）

教育内容（国語）

教育内容（社会）

教育内容（算数）

教育内容（理科）

教育内容（生活）

教育内容（音楽）

家庭科指導法

教育内容（図画工作）

教育内容（家庭）

教育内容（体育）

※最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導法に関する
科目」又は「教育の基礎理的理解に関する科目」「道徳、総合的な
学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」
「教育実践に関する科目」の単位について、併せて2単位以上を充当
させる

5

教育実習Ⅰ1（幼稚園）事前・事後
指導

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

教育相談

生徒指導の理論及び方法

生徒･進路指導 2

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目

単位数

備考

学芸学部
子ども教育学科

教科及び教科の指導
法に関する科目

30

教育の歴史

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教職論

教育の制度

教育の基礎的理解に
関する科目

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習
の過程

生涯発達心理学

特別活動の指導法 特別活動論

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相
談等に関する科目

道徳の理論及び指導法

10



特別支援教育に関する科目　特別支援一種

必修 選択

2 特別支援教育論 2

知的障害児の心理 2

知的障害児の生理・病理 2

肢体不自由児の心理 2

肢体不自由児の生理・病理 2

病弱児の心理 2

病弱児の生理・病理 2

知的障害教育 2

肢体不自由教育 2

病弱教育 2

LD・ADHD等の理解と指導法 1

重複障害児の理解と指導法 1

視覚障害児の理解と指導法 1

聴覚・言語障害児の理解と指導法 1

情緒障害児の理解と指導法 1

教育実習Ⅰ3（特別支援学校）事
前・事後指導

1

教育実習Ⅳ（特別支援学校） 2

学芸学部
子ども教育学科

科目 単位数

免許法施行規則に定める科目区分等

免許状に定められる
こととなる特別支援
教育領域以外の領域
に関する科目

・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の心理、生理及び病
理に関する科目

5

・心身に障害のある
幼児、児童又は生徒
の教育課程及び指導
法に関する科目

心身に障害のある幼児、児童又は生徒につい
ての教育実習

3

特別支援教育の基礎理論に関する科目

特別支援教育領域に
関する科目

心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の
心理、生理及び病理
に関する科目

16

心身に障害のある幼
児、児童又は生徒の
教育課程及び指導法
に関する科目

授業科目

単位数

備考

左記に対応する本学授業科目

開設学部学科



栄養に係る教育及び教職に関する科目　栄養教諭一種

必修 選択

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

1

2

2

1

1

2 2

開設学部学科

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目

単位数

備考

教育心理学

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒
に対する理解

特別支援教育概論

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ
ム・マネジメントを含む。）

カリキュラム論

教育の原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー
ム学校運営への対応を含む。）

教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応
を含む。）

教育の制度

2
幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関す
る事項

食生活に関する歴史的及び文化的事項並びに
食に関する指導の方法に関する事項

学校食育指導論

栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

4

学校栄養教諭論

道徳教育論

総合的な学習の時間の指導

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法

教育相談

特別活動論

教育の方法及び技術 教育方法論

生徒指導の理論及び方法 生徒･進路指導

栄養教諭教育実習

栄養教諭教育実習事前・事後指導

教職実践演習 教職実践演習（栄養教諭）

栄養科学部
管理栄養学科

栄養に係る教育に関
する科目

道徳、総合的な学習
の時間等の内容及び
生徒指導、教育相談
等に関する科目

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に関
する内容

6

教育の基礎的理解に
関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

8

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程

教育実践に関する科
目

栄養教育実習 2



栄養に係る教育及び教職に関する科目　栄養教諭専修

必修 選択

2

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項
・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項
・食に関する指導の方法に関する事項

2 ・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

2 ・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

2 ・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

2
・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項

2
・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食に関する指導の方法に関する事項

2 ・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

2

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項
・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項
・食に関する指導の方法に関する事項

2

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項
・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項
・食に関する指導の方法に関する事項

2
・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項
・食に関する指導の方法に関する事項

1
・食生活に関する歴史的及び文化的事項
・食に関する指導の方法に関する事項

2 ・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

1 ・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項

2 ・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

2 ・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

2 ・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項

2

・栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項
・幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
・食生活に関する歴史的及び文化的事項
・食に関する指導の方法に関する事項

（注意）備考は、教育職員免許法施行規則に定められた「栄養に係る教育に関する科目」に含むべき事項を表している。

開設研究科・
専攻

栄養科学研究科
栄養科学専攻

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する本学授業科目

科目 単位数 授業科目

単位数

備考

大学が独自に設
定する科目

栄養に係る教育
に関する科目

24

栄養科学総論

栄養生理学特論Ⅰ

生化学特論

臨床栄養学特論Ⅰ

病態栄養学特論Ⅰ

病態栄養学特論Ⅱ

総合栄養科学特論

公衆衛生学特論

公衆栄養学特論

健康科学特論Ⅰ

栄養教育学特論

健康栄養学演習

栄養生理学特論Ⅱ

食品安全学特論

食品安全学実験･実習

食品栄養学特論Ⅰ

食品栄養学特論Ⅱ

8
単
位
選
択
必
修


